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宇品は広島市東部沿岸に広がる埋立地で、今は臨海公園とマツダ宇品工場になっているが、太平洋

戦争が終わるまでは中国から南太平洋まで日本軍が展開した広域に兵士と軍需物資を送り出す陸

軍の一大兵站基地だった。 

 

軍国少年だった私は今でも国民学校 1 年生の 12 月 8 日真珠湾攻撃から始まった華々しい戦果に

酔い、先生の引率でシンガポール総攻撃の映画を観に行ったのを憶えている。去る 8 月末に右の書

評を読んで忘れていた戦争をなぞってみたくなった。一通り読んで、陸軍の船舶とは、海軍がある

のに？ の疑問が解けた。10/28 を前に、この拙稿を開かれた方は適確に紹介されたこの書評を丁

寧に読んでいただきたい。 

 

 陸軍軍人として異色の経歴の田尻司令官と民間出身の市原技師の人柄、軍閥の争い、事変を収

拾できず大戦に突き進んだ軍主導の政治、科学的データを無視したナントカナル風潮を 戦争体験

なしの著者が聴き取りと防衛研究所の資料調査でよくここまで書けたと感心する。 

当時石炭焚きボイラー・レシプロ機関が多かった船のこと、停泊が長引けば船底に蛎殻がついて

速力が落ちるので大陸沿岸の要所にドックを手配していたなど。 

 

日清・日露での辛勝が禍して以後の大戦にまで、上海・杭州の上陸作戦から始まって、南方の

ガダルカナルにいたるまで泥沼に嵌っていった戦記である。満州と支那大陸で経験した兵站戦略

が 遥か南方海洋に広がる前線にも通用するかのような陸軍中枢の誤った考えがあった。海軍は海



上戦のための艦船を持つことに拘ったので、陸軍は自らの兵士・兵器・兵糧等を現地に運ぶ船舶

を用意しなければならなかった。陸軍には生来の造船や操船の専門家が居らず、一方では埠頭が

ない敵地の沿岸で荷下ろしなど手探りの危険を強いられた。物語の主人公は研究熱心で誠実 、同

僚や部下の信頼が厚く、必要とあらば南方前線に飛んで目的にかなう船の開発も手掛けた。（上陸

用舟艇の前が観音開きでここから戦車や兵士が飛び出すのは田尻氏の考案が始まりである） 

 ミッドウェー海戦で多くの主力艦船を失って、南方の島への補給を担った輸送船（多くは民間

商船を改造）が米潜水艦と航空機に狙われて途中で沈み現地の兵士は飢餓に苦しんだ。補給の帰

りに占領地の石炭・油や食糧資源を日本に運ぶ当初の目的が実現しなかったばかりか、惨めな結

果になってしまった。 

 

藩閥出身でない主人公は陸士・陸大を出ても出世街道の用兵部門から離れた装備・補給部門を

歩み、宇品基地構築から始まった軍人々生の大半が宇品であった。敗色が濃くなったとき、参謀

本部の無謀な戦略に異議を唱えたために司令官の職を罷免されたが、戦後 同僚が B 級戦犯に問

われて巣鴨に幽閉されたのに 田尻氏はアメリカからの援助物資受け入れを自衛隊が担当する組織

で宇品での経験を活かしてリーダーをつとめた。  

広島が被爆時 異常事態でいち早く動いたのは爆心地から多少とも離れた宇品の兵站司令部だっ

た。それは関東大震災で当時の陸軍末端が中央組織の指示を待たずに行動した功績を知ってたから

ではないかと著者はいう。  

 

本書によるまでもなく戦争の愚かさを知り、地球・人類が直面する課題の解決は平和が前提である

ことを改めて認識しなければならない。            



 

 



 



 

 





 


